
統括部長 担当課

◎　「地域支え合いセンター」に
　よる生活相談・見守り支援と住
　民同士の交流機会の提供

福祉保健部
　福祉保健課

◎　保健師等による被災者の心の
　ケアや巡回健康相談

福祉保健部
　保健所

◎　災害見舞金・義援金等の生活
　再建に係る資金の支給

福祉保健部
　福祉保健課

◎　公営住宅や応急仮設住宅等へ
　の入居促進，自宅の大規模修理
　への相談対応，災害公営住宅等
　の検討

都市部
　住宅政策課
　建築指導課

◎　被災者支援窓口での被災者に
　寄り添った，行き届いたワンス
　トップの相談・紹介

市民部
　市民窓口課
　人権センター

◎　くれ災害ボランティアセンタ
　ーとの効果的な連携

◎　避難所から自宅・応急仮設住
　宅等への円滑な移行

(1) 被災者支援
　プロジェクト

福祉保健部長
○　被災による健康・精神的ストレ
　スや生活再建の問題，家族・隣人
　問題等の悩みへの対処が必要

●　被災者が抱える健康面や生活
　再建等の各種問題や悩みに寄り
　添う体制の適切な運用

①被災者の
生活支援・
見守り・心
のケア

課　題
今後の対応
（主な取組）

プロジェクト名
重点取組

項目
現　状

実施体制

市民部
　地域協働課

平成３０年９月　豪雨災害復旧・復興対策特別委員会行政報告資料
復　　　　　　興　　　　　　総　　　　　　室

平成３０年７月豪雨災害からの復興に向けた現状及び今後の対応等について

１　各プロジェクトの現状，課題及び今後の対応
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統括部長 担当課
課　題

今後の対応
（主な取組）

プロジェクト名
重点取組

項目
現　状

実施体制

◎　スクールカウンセラーの派遣
　による児童生徒の心のケア

◎　スクールカウンセラーによる
　教職員を対象とした「児童生徒
　の心のケア」に関する研修の実
　施

◎　心の元気を育てるための体験
　活動等の実施

◎　子どもの支援者への「子ども
　の心のケア」に関する研修の実
　施

◎　心のケアが必要な子どもへの
　広島県こども支援チーム等との
　連携による相談支援

◎　ＮＰＯ法人やボランティア団
　体などとの協力による子どもの
　遊び場・親同士の交流の場づく
　りによる心のケア

◎　被災した市道等道路施設等の
　早期復旧及び改良復旧

◎　被災した河川の早期復旧及び
　改良復旧

◎　国・県事業の砂防・治山えん
　堤等再度被災防止施設の早期整
　備

②農業基盤
復旧・強化

○　被害状況
　（Ｈ３０．８．１現在）
〔呉市管理施設〕
　・農林施設３４１か所
　（農道１２９か所・林道１２１
　　か所ほか）
〔民有施設〕
　・農業用ため池２０か所

◎　農地及び農道・水路等農業用
　施設の早期復旧及び改良復旧

土木部
　土木維持課

①子ども・
子育て家庭
のサポート
と児童生徒
の心のケア

○　災害による子どもや子育て家
　庭の精神的ストレス

●　子どもや子育て家庭の心のケ
　アや居場所の確保

(3) インフラ強
　靱（じん）化
　（土木）プロ
　ジェクト

①土木復旧･
強化

○　被害状況
　（Ｈ３０．８．１現在）
〔呉市管理施設〕
　・土木施設３７１か所
　（道路２７２か所・河川９９か所）
　・公園１３か所
〔県管理施設〕
　・二級河川黒瀬川ほか７河川
　　５５か所
　・砂防指定大屋大川ほか９４渓流
　　２６１か所

●　被災した土木施設・公園・農
　林施設等のインフラの早期復旧
　及び改良復旧（強靱化）

(2) 子ども支援
　プロジェクト

教育部長

教育部
　学校安全課

福祉保健部
　子育て支援課
　子育て施設課

土木部長

土木部
　土木維持課
　土木整備課

- 2 -



統括部長 担当課
課　題

今後の対応
（主な取組）

プロジェクト名
重点取組

項目
現　状

実施体制

◎　仮復旧した上下工業用水道施
　設の本復旧

◎　上下工業用水道施設の防災力
　の強化

◎　上水道のバックアップ体制の
　強化

◎　損壊家屋の解体・撤去（り災
　証明で半壊以上の認定を受けた
　もの）

◎　所有者等による損壊家屋及び
　土砂混じりがれきの撤去に関す
　る償還払

◎　宅地内の堆積土砂及び土砂混
　じりがれきの撤去
　（１１月中に完了見通し）

(6) 廃棄物・土
　砂処理プロジ
　ェクト

環境部長

(4) インフラ強
　靱化（上下水
　道）プロジェ
　クト

①上下水道
復旧・強化

(5) 交通対策
　プロジェクト

①交通の強
靱化・確保・

渋滞対策

①被災家屋
及び土砂混
じりがれき
撤去

○　被害状況
　（Ｈ３０．８．１現在）
　上下工業用水道施設３１２か所

●　被災したインフラ（上下工業
　用水道施設）の本復旧及び防災
　力等の強化（強靱化）

○　幹線道路の通行遮断
　・呉環状線(天応・焼山間) ほか
○　ＪＲ呉線及び生活バスの一部
　区間不通
　・ＪＲ呉線広駅以東…不通
　・倉橋・安浦地区生活バス…
　　一部区間不通
○　広島呉道路不通により国道
　３１号に大規模な交通渋滞が発
　生
　※広島呉道路通行再開により
　　解消される見込み

●　幹線道路網の復旧及び強靱化
●　公共交通機関の復旧及び強靱
　化
●　今後の災害に備えた備蓄・物
　資輸送体制の整備，通勤・通学
　等の代替交通の確保及び渋滞対
　策の検討
●　災害時の公共交通情報の提供

◎　今後の災害に備えた代替交通
　の確保，公共交通情報の提供及
　び渋滞対策の検討

◎　公共交通機関（ＪＲ呉線等）
　の復旧及び強靱化の推進

企画部長

企画部
　企画課
都市部
　交通政策課

環境部
　環境政策課
土木部
　土木維持課
　営繕課

経営総務部
　経営企画課
建設部
　計画課

◎　広島・呉・東広島都市圏災害
　時交通マネジメント検討会，呉
　駅周辺地域総合開発に関する懇
　談会による抜本的な検討

◎　幹線道路（広島呉道路等）の
　復旧及び強靱化の推進

○　宅地内の土砂混じりがれきの
　堆積
○　被害状況
　（Ｈ３０．９．９現在）
　・全壊２９７棟
　・大規模半壊１２４棟
　・半壊７２２棟
　・一部損壊１，１３４棟
　・床下浸水７０６棟　ほか

●　２次被害防止のための危険損
　壊家屋及び土砂混じりがれきの
　早急な撤去
●　建物等所有者の解体・撤去に
　係る経済的支援

建設部長
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統括部長 担当課
課　題

今後の対応
（主な取組）

プロジェクト名
重点取組

項目
現　状

実施体制

◎　グループ補助金など国・県の
　中小企業支援策に関する取組

◎　中小企業融資制度による支援
　及び国のセーフティネット制度
　に基づく融資手続きに必要な認
　定証等の交付

◎　商店街にぎわい創出事業等，
　商店街等の復興促進に関する取
　組

◎　「１３府県ふっこう周遊割」
　など国等の観光支援策に関する
　取組

◎　観光需要の回復に向けた観光
　関連団体，企業等と連携したプ
　ロモーションの展開

◎　観光地としての魅力を高める
　旅行商品の造成促進

◎　海自カレーや呉鎮守府開庁１
　３０周年記念事業等のイベント
　開催による全庁的な賑わいの創
　出

全庁(全部全課)

環境部長
(6) 廃棄物・土
　砂処理プロジ
　ェクト

◎　災害土砂の撤去・運搬・大分
　別
◎　災害廃棄物等の収集・分別・
　処分
◎　がれき混じり土砂の分別
◎　土砂の海上運搬・処分

※　呉市災害廃棄物等処理実行計
　画に基づく災害廃棄物等処理の
　推進
　（処理期限）平成３１年１２月末

○　道路等への土砂の堆積
○　多量の災害廃棄物の発生・放
　置
〇　災害廃棄物発生推計量
　・廃棄物混入土砂(流木を含む。)
　　　　４８５，７００ｔ
　・廃家財等・建物解体廃棄物
　　　　　７７，０００ｔ
　計　　５６２，７００ｔ

●　２次被害防止のための道路等
　に堆積した土砂の早期撤去・処
　分
●　多量の災害廃棄物の早期撤去
　・処分

②災害廃棄
物・土砂等
撤去処理

産業部
　観光振興課

産業部
　商工振興課

環境部
　環境政策課
土木部
　土木維持課
産業部
　港湾漁港課

(7) 産業支援
　プロジェクト

産業部長

○　被害状況
　（Ｈ３０．８．２８現在）
　・工場等４４０社
　・商店街等３５０店余り

●　被災した中小企業者・小規模
　事業者への経営再建に向けた経
　済的支援

①中小企業
支援

②観光支援

○　風評被害による観光客の減少
　（主要観光施設の７月～８月の
　　来館者数）
　・大和ミュージアム
　　７３，３６８人（▲６６．５％）

　・入船山記念館
　　　１，７７６人（▲６０．８％）

　・てつのくじら館
　　２８，４１７人（▲６６．０％）

　※（　　）内は，対前年同月比

●　観光業の風評被害への対応
●　官民連携による観光情報の発
　信・誘致活動の強化
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統括部長 担当課
課　題

今後の対応
（主な取組）

プロジェクト名
重点取組

項目
現　状

実施体制

◎　被災農業者の育成支援に関す
　る取組（国の補助事業を活用し
　た農業用施設・機械等の再建支
　援など）

◎　農林水産業融資制度による支
　援

◎　広島県と連携した避難行動の
　検証

◎　市民の防災力の向上
　（地域単位の避難訓練，効果的
　な情報伝達方法の検討，災害の
　危険がある箇所の周知，避難場
　所の周知）

◎　新たな避難所の検討
　（民間の施設を含めた指定避難
　所の追加や変更の検討）

総務部
　危機管理課

(8) 市民防災
　プロジェクト

①避難体制
の見直し・
強化

○　ハザードマップの作成・配布
　（土砂災害・地震・洪水・高潮・
　津波）
○　防災情報メール配信サービス
　や防災行政無線等による災害情
　報等の発信
○　拠点避難所，準拠点避難所，
　福祉避難所等の設置

●　気象情報や避難情報が，避難
　行動に結びついていない可能性
●　災害情報の伝達方法の見直し
●　避難経路等を踏まえた避難所
　の適正配置

危機管理監

産業部
　農林水産課

(7) 産業支援
　プロジェクト

産業部長

○　被害状況
　（Ｈ３０．８．３０現在）
　・農作物被害面積５１．４ha
　　（約６％）
　・農作物被害額
　　１６，１３６万円
　・カキ抑制棚の流出・破損
　　３３８柵
　・農業用施設・機械等被害額
　　５２，４４９万円

●　被災した農水産業者への経営
　再建に向けた経済的支援

③農水産業
支援

◎ 災害復興に向けた各プロジェクトにおける取組については，復興総室を中心に，計画的・総合的に推進していきます。

また，各取組の進捗状況を見える化し，本委員会での報告や，ホームページ・市政だより等を通じて，市民の皆さんに

お知らせしていきます。

なお，プロジェクトの枠組みや取組については，復旧・復興状況等に応じて，随時，見直しを行っていきます。
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　　平成３０年度内の災害復興計画（以下「計画」といいます。）の策定に向けたスケジュールは次のとおりです。

　　なお，このスケジュールは，現時点の予定ですので，進捗状況に応じて変更する場合があります。

２　災害復興計画策定に向けた今後の主なスケジュール（予定）

１月 ２月 ３月
区　分 概　要

計画の策定に向けたスケジュール

９月 １０月 １１月 １２月

○計画の策定に向けた外部
組織として設置
○学識経験者等で構成
○計画の内容等について協
議・検討

市
民

市民への情報提供
等

○住民説明会の開催
○ホームページ，市政だより
の活用
○パブリックコメントの実施

※なお，進捗状況等については，随時，本委員会で報告します。

行
政
・
有
識
者

災害復興本部
○H30.9.11設置（災害対策
本部から移行）

復興計画検討委員
会（仮称）

◎ホームページ，市政だよりの活用（計画の策定の進捗状況等を公表）

（必要に応じて，随時，協議・相談）

委員会設置・

第１回会議

○基本方針の検討

○策定スケジュール

委員候補者選定・就任依頼

第２回会議

○計画の骨子の

確認・討議

第３回会議

○計画の素案の

確認・討議

第４回会議
○計画の最終案の

確認・討議

◎住民説明会（必要に応じて，開催）

◎パブリックコメントの実施 （12月下旬～1月下旬）

（計画の策定の進捗状況を踏まえ，必要に応じて，随時，開催）本部設置・第１回

本部会議開催 （9/11）

計
画
の
策
定
・
公
表
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